
2022 12.15 Thu
15：00～17：00　
参加方法：対面・・・杉本C学術情報総合センター10階大会議室
参加方法：遠隔・・・ZOOMウェビナーより 
 

Episode1. 古墳を測り尺度や
                     設計 ・規格を考える

　前方後円墳の測量や横穴式石室の3次元計測を

続けてきました。不思議な鍵穴形をした前方後円

墳や石を積み上げた石室には、それを実現させる

土木技術や石積み技術が必要ですが、そこには仕

様を決定する設計があったはずです。そこで、これ

までに明らかになっている当時の尺度やその変

化、設計の実際、規模の規格からうかがえるランキ

ングについて紹介します。さらに、古墳時代の王権

の特徴についてお話しします。

テーマ ： 空間を 「測る」／古墳を 「測る」
　　　　　　—幾何学（者) と考古学（者) が追い求める「美しさ」

 

Episode2. 曲がった面を“測る”ことから
      始まる幾何学 -「多様体」の数学-

岸本　直文 
文学研究科  教授

　私の専門の微分幾何では，私たちの身近な様々な

ものの形を表す曲線や曲面から，n次元や無限次元の

「多様体」に亘り，その性質やしくみを“測る”ことを

研究します。幾何学 ( g e o - m e t r y ) と地理学

(geo-graphy)は同根であるは名言です。まず地図の

話から，ガウスは曲面の内的な「曲率」を発見 (驚異

の定理1827年)，「ガウスの曲率」をリーマン(1854年)

はn次元の空間「多様体」へ拡張した話へと進みます。

曲面のもう一つの曲率は「平均曲率」で，石鹸膜と

シャボン玉などの形状に関係します。

ハイブリッド開催

第８回

  人類の文化や社会の草創期において「測る」技の

獲得は、文明形成に極めて重要な役割を果たしてき

ました。空間の広がりの知覚、占有、そして物の造営

において、「測る」基準を決めてきたのです。今回は

巨大な造営物で世界にもいくつか類例を有する墳

墓で、日本において前方後円墳の形や大きさを決定

づけた尺度の解明から造営物の設計ロジックを追

い続ける考古学者の執念。そしてまさしく地geoと

いう空間を「測る」尺度metricsを究め、球面の地球

に始まり様々な曲面を自在に操りその美や真理を

求める幾何学者の探究を堪能していただきます。

事務局学術研究支援部研究推進課

TEL:06-6605-3466（内線3466）

■プログラム
15：00～　開会の挨拶
　　　　　    池田 一雄  副学長

15：05～　イントロダクション
　　　　　   水内 俊雄 特任教授

15：10～　講演
　　　　　    岸本 直文 教授

15：50～　講演
           　　　大仁田 義裕 教授

16：35～　座談会
　　　　　　水内 俊雄  特任教授
　　　　　　岸本 直文 教授
                      大仁田 義裕 教授

大阪公立大学の研究者の世界

　  大仁田　義裕 
理学研究科  教授、数学研究所  所長

※URL・パスコードはポータルサイトに掲載します。
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